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東北地方太平洋沖地震による当社グループへの影響に関するお知らせ（第 3 報） 

 

平成 23 年 3 月 11 日に発生いたしました「東北地方太平洋沖地震」により被災された皆様には、心

よりお見舞い申し上げます。 

平成 23 年 3 月 18 日付の公表に続きまして、現時点で把握しております被害状況等について下記の

とおりお知らせいたします。 

 

記 
 
１．被害の状況 
 

 ①従業員等の状況 

   3 月 18 日にお知らせしましたとおり、当社グループの従業員において、重大な人的被害はあ

りませんでした。 
 

 ②工場の状況 
    

・東洋製罐株式会社 

（仙台工場） 

津波による浸水にともない、生産設備および製品が甚大な被害を受け操業停止中です。 

現時点で操業再開の時期は未定であります。 

当面は他工場にて代替生産を行うなど、安定供給の維持に鋭意努めてまいります。 

（石岡工場・久喜工場） 

3 月下旬より一部生産を再開しております。 

4 月中旬よりほぼ通常通りの生産を開始することを目指し、復旧作業を進めております。 
 

 ・日本クラウンコルク株式会社（石岡工場） 

    現在復旧作業を進めており、4月中旬より順次生産を再開する予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

・日本トーカンパッケージ株式会社（仙台工場・福島工場） 

3 月下旬より通常通りの生産を再開しております。 
 

・本州製罐株式会社（結城工場）  

     復旧作業が進み、3月下旬より順次生産を再開しております。 
 

・東洋食品機械株式会社（福島工場） 

     復旧作業が進み、3月下旬より順次稼働を再開しております。 

 

 ２．業績への影響について 

  この地震による損害額および当社グループの業績に与える影響につきましては現在調査中であ

り、今後重大な影響が見込まれる場合には速やかに開示いたします。 

 

  関係者の皆様にはご心配、ご迷惑をおかけしましたことを心よりお詫び申し上げます。今後、

一部原材料の不足や計画停電の影響などが懸念されますが、グループを挙げて製品の安定供給に

全力で取り組んでまいる所存でございますので、引き続きご支援のほどお願い申し上げます。 

以 上 


